
雑
感

「中
世
成
立
期
の
武
力
」

は

じ

め

に

中
世
は
武
士
が
権
力
を
掌
握
し
て
行
く
時
代
で
す
が
、
元
来
武
士
は
武
力
を
職
能

と
す
る
人
々
で
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

の
問
題
意
識
と
し
て
、
歴

史
的
段
階
に
応
じ
て
武
力

の
在
り
方
も
変
化
し
て
行
く

の
は
当
然

で
し
ょ
う
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
具
体
的
に
武
力
は
如
何
な
る
も

の
で
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
民
衆

は
如
何

に
受
け
と
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
云
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の

問
題
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
準
備
も
力
量
も
な
い
の
で
す
が
、
雑
感
と
し
て
、
平
将

門
の
乱
を
記
し
た
『
将
門
認
』
の
記
載
を
中
心
に
、
中
世
成
立
期
の
武
力
に
つ
い
て

綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
　
武
力
の
構
成

平
将
門
の
乱
は
、
①

一
族
内
闘
争

〔
九
二

一

（延
長
九
）
年
～
九
二
八

（承
平
八
）

年
二
月

〕
、
②
武
蔵
国
国
内
問
題

へ
の
政
治
的
介
入

〔
～
九
三
九

（天
慶
二
）
年
六

月

〕
、
③
国
家
的
叛
乱

〔
～
九
四
〇

（天
慶
三
）
年
四
月

〕
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
中
央
政
府
の
武
力
の
発
動
と
相
争
う
訳
で
す
が
、
将
門
等
が
組
織
し

た
武
力
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

下

津

間
　
康
　
夫

『
将
門
記

』
で
は
、
そ
の
兵
力
全
体
は
「
兵
士

」
・
「
随
兵

」
で
あ
り
、
形
態
に

は
「
歩
兵

」
と

「
乗
馬
之
郎
党

」
＝
騎
馬
兵
士
が
存
在
し
ま
す
。
実
際
の
戦
闘
で
は
、

「
陣
頭

」
が

一
部
隊
を
組
織
し
て
お
り
、
戦
闘
能
力
に
秀
れ
た
者
は
「
精
兵

」
、
特

に
弓
の
上
手
な
者
と
し
て
「
上
兵

」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
武
力
を
構
成
す
る

も
の
と
し
て
、

「
因
縁

」
・
「
伴
類

」
。
「
従
類

」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
「
伴
類

」
・
「
従
類

」
は
、
こ
の
時
期
に
の
み
現
れ
る
―
或
る
歴
史
的
段
階
に

於
い
て
登
場
す
る
―
存
在
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

伴
類
は
、

「
良
正
丼
ビ
ニ
因
縁

・
伴
類

ハ
、
兵
ノ
恥
ヲ
他
堺

二
下
シ
、
敵
ノ
名
ヲ

自
然
二
上
グ
己
、

「
賊
首
ノ
兄
弟
及
ビ
伴
類
等
ヲ
追
捕
ス
ベ
キ
ノ
官
符

」
と
あ
る
様

に
、
将
門
等

の
そ
ば
に
在

っ
て
指
導
的
地
位
を
占
め
た
在
地
の
有
力
者
と
推
定
出
来

ま
す
。
そ
し
て
彼
等
が
組
織
し
た
集
団
も
「
伴
類

」
と
呼
ば
れ
、

「
新
皇
ノ
陣

ハ
跡

二
就
キ
テ
追
ヒ
来

ル
ノ
時
、
貞
盛

・
秀
郷

・
為
憲
等
が
伴
類
二
千
九
百
人
、
皆
遁
レ

去
リ
ヌ
。
只
遣
ル
所
精
兵
三
百
余
人
ナ
リ
ピ
と
、
戦
闘
に
於
い
て
量
的
に
中
心
的
存

在
で
あ
る
と
共
に
、
離
合
集
散
の
激
し
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
伴
類
は
、

次
に
触
れ
る
従
類
の
様
に
、
在
地
の
有
力
者
と
私
的
隷
属
関
係
で
結
ば
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
周
辺
に
存
在
し
た
自
営
的
な
農
民
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
類
は
、
九
三
七

（承
平
七
）
年
十
二
年
の
平
良
兼
の
将
門
の
石
井
営
所

へ
の
夜
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討
に
際
し
、

「
一
人
当
千

ノ
限
り
八
十
余
騎

」
と
は
区
別
さ
れ
て
、

「
後
陣
ノ
従
類

」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
伴
類
の
様
な
流
動
性
は
み
ら
れ
ず
、
有
力
者
の
経
営
の
中
で
結

ば
れ
た
私
的
な
隷
属
民
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
将
門
の
乱
が
順
家
的
叛
乱
に
ま
で

昴
ま
る
際
に
、
藤
原
玄
明
の
存
在
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
玄
明
は
「
凡
ソ
爾
ノ
為
ニ

宿
世
ノ
敵
ト
ナ
リ
、
郡
ノ
為

二
暴
悪
ノ
行
ブ
張
ル
。
鎮

二
往
還
ノ
物
ラ
奮
ヒ
テ
、
妻

子
ノ
稔
ト
ナ
シ
、
恒
二
人
民
ノ
財
ヲ
掠
メ
テ
、
従
類
ノ
栄
ト
ナ
ス
ナ
リ
ご
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
玄
明
と
従
類
の
間
に
は
日
常
的
な
主
従
関
係
が
考
え
ら
れ
、
従
類
は
玄
明

の
暴
力
行
為
の
爪
牙
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
し
ょ
う
。
か
く
し
て
「
園
之
乱
人

」

で
あ
る
と
共
に
、

「
民
之
毒
警

」
と
さ
れ
た
の
で
す
。
な
お
有
名
な
九
入
八

（永
延

二
）
年
の
『
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
』
（以
下
『
尾
張
国
解
文
』
）
に
於
い
て
も
、

尾
張
国

の
守
で
あ
る
藤
原
元
命

の
苛
政
を
支
え
る
暴
力
装
置
と
し
て
、
従
類
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
　
試
力
行
使
の
実
態

上
記
の
様
な
武
力
は
、
実
際
如
何
に
機
能
し
た
で
し
ょ
う
か
。
戦
関
に
於
い
て
は
、

凄

い
焦
土
作
戦
の
展
開
が
常
套
手
段
で
す
。

（①
～
⑥

。
①

。
①
）
。
こ
れ
は

一
時

的
同
盟
関
係
に
あ
る
伴
類
や
「
百
姓
舎
宅

」
に
ま
で
及
び
ま
す
。
兵
士
の
掠
奪
行
為

も
激
し
く

（◎

・
〇

。
①
）
、
婦
女
子

へ
の
暴
行
に
ま
で
至
っ
て
い
ま
す
。

（①

・

〇

・
⑮
）
。
こ
の
武
力
＝
暴
力
は
、
将
間
の
乱
が
国
家
的
叛
乱
段
階
に
至
る
と

一
段

と
激
し
く
現
轟
し
、
九
二
九

（天
慶
二
）
年
十

一
月
の
常
陸
国
衛
襲
撃
の
際
は
、
焦

土

・
掠
奪

・
暴
行

（①
）
と
そ
の
本
質
は
熱
何
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
こ
の
武
力
も
、
超
歴
史
的
な
存
在
で
は
な
く
、
現
実
の
社
会
の
諸
関
係
に
大

き
く
規
定
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
前
に
触
れ
た
藤
原
玄
明
は
、
従
類
等

を
爪
牙
と
し
て
、
民
衆
か
ら
の
掠
奪
や
国
衛

へ
の
対
拝
行
為
を
働
い
て
い
た
訳
で
す

が
、
将
鶴
が
藤
原
忠
平
に
宛
で
た
書
状
で
は
、

「
常
陸
介
藤
原
維
幾
覇
臓
ノ
患
男
為

憲
、
偏

二
公
ノ
威
ツ
仮
リ
テ
、
只
ダ
寃
経
ジ
好
ム
、
麦

二
将
門
ガ
従
兵
藤
原
玄
明
ノ

愁
二
依
ル
テ
、
将
門
其
ノ
事
ヲ
聞
カ
ン
ガ
為
二
、
彼
ノ
国
二
発
白
ス
Ｌ
と
あ
り
、
玄

明
の
国
籍

へ
の
抵
抗
と
共
に
、
国
司
の
非
法
も
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
武
蔵
国
司
の
興
世
王

。
源
経
基
の
非
法
も
窺
わ
れ
ま
す
が

（①

・
〇
）
、
こ
れ

も
従
類
等
の
私
的
暴
力
を
以
っ
て
及
ん
だ
行
為
で
し
ょ
う
。

将
間
の
議
か
ら
や
や
後
の
十
世
紀
後
葉
か
ら
十

一
世
紀
中
薬

に
か
け

て
、
前

の

『
尾
張
国
解
文

』
に
代
表
さ
れ
る
様
に
、
国
司
苛
政
上
訴
運
動
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
底
流
に
、
律
令
制
的
支
配
体
系
の
崩
壊
と
民
衆
の
武
力
行
動
に
ま
で
昴
ま
っ
た

抵
抗
に
対
し
て
、
王
朝
国
家

へ
の
体
理
的
移
行
が
進
み
、
国
司
が
任
国
内
支
配
権
を

強
化
す
る
た
め
に
、
武
力
を
必
要
と
し
た
社
会
的
情
勢
が
認
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

将
間
の
乱
は
、
こ
の
移
行
段
階
で
違
こ
っ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
み
ら
れ
る
武
力
は
、

こ
の
歴
史
的
情
況
に
規
定
さ
れ
て
激
し
さ
を
増
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
で
し

よ
う
ｃ

①
　
民
衆
と
武
力

さ
で
民
衆
に
と

っ
て
、
武
力
は
如
鋳
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
如

何
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
今
昔
物
語

』
で
は
、

「
将
間
、
常

二
事

二
触
テ
、
親
キ
類
伴
卜
隙
え
ク
合
戦
シ
ケ
リ
。
如
此
悪
行
ヲ
ノ
ミ
業
ト
シ
ケ
レ
バ
、

其
ノ
近
隣
ノ
国
々
ノ
多

ノ
民
、
田
畠
作
事
モ
忘
レ
、
公
事
ヲ
勤
ル
陰
モ
ス
シ
。
然
レ
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バ
国
々
ノ
民
、
此
ヲ
歎
悲

テ
、
国
解

ヲ
以
テ
公

二
此
由

ヲ
申
上
夕
μ

」
と
、
戦
乱

に

悩
む
民
衆
衆
を
描

い
て
い
ま
す
。
ま
た

『
将
門
記

』
の
筆
者
は
、
平
良
兼

の
攻
撃

に

依

っ
て
豊
田
郡
内

の
農
作
物

。
人
馬
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、

「
謂

フ
所

ノ
、

『
千
人
屯

レ
ヌ
処

ニ
ハ
、
草
木
倶

二
彫
ム
』
ト

ハ
只
ダ
斯

ヲ
云

フ
カ
ピ

（①
）
と
し
、

「
脚
病

」
が
癒
え
た
将
門

の
良
兼

へ
の
反
撃

に
対
し
、

「
之

ヲ
謂

フ
ニ
ロ
惜

シ
キ
哉
、

幾
千

ノ
舎
宅

ヲ
焼
ク
。
之

ヲ
想

フ
ニ
哀

シ
ム
ベ
シ
、
何
万

ノ
稲
穀
ヲ
滅

ス
」
と
述

べ
、

軍
事
行
動

に
批
判
的

で
す
。
前

に
触
れ
た
様

に
、焦
土
作
戦

の
展
開

・
掠
奪

の
横
行
」

等
は
荒
廃
を
も
た
ら
す
も

の
な
の
で
す
。

そ
し
て
民
衆
は
、
藤
原
秀
郷

・
平
貞
盛
等

の
将
門

へ
の
攻
撃

に
対
し
、

「
常
陸
国

ノ
己

二
損

ハ
レ
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
恨

ミ
ズ
、
唯
ダ
将
門
等

ノ
不
治

ナ
ル
コ
ト
ヲ
歎

」
い
た

り
、

「
群
衆

ヲ
集

メ
テ
甘
キ
詞

ヲ
加

ヘ
テ
、
兵
類

ヲ
調

へ
、
其

ノ
数

ヲ
倍

ニ
シ
テ
」

と
、
相
手
方

の
武
力
に
編
成
さ
れ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
群
衆

」
が

「
伴
類
」

の
下

に
結
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
武
力

の
前
に
流
動
的
な
存
在
で
あ

っ
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

『
尾
張
国
解
文

』
で
、
元
命
が
組
織
し
た
従
類
等

に
対
し

て
は
、

「
屠
胎
之
類

」
、

「
子
弟
郎
等

ノ
界

タ
ラ
ク
、
夷
狭

二
異
ラ
ズ
、
猶
材
狼

ノ

如

シ
、
人
肉

ヲ
屠
リ
テ
ハ
則
千
身
界

ノ
粧
ト
ナ
ス
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
当
時

の
歴
史
的
段
階
で
は
、
民
衆

に
と

っ
て
武
力
は
嫌
悪

す
べ
き
も

の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
戦
乱
に
於

い
て
は
、
自
ら
を
守

る
た
め
に
武
力
に

組
織
さ
れ
る
立
場
で
も
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
す
。

お
　
わ
　
り
　
に

以
上
、
簡
単

で
す
が
平
将
門

の
乱
を
中
心
に
、
武
力

の
実
態
は
何
如
な
る
も

の
で

あ

っ
た
の
か
、
ま
た
民
衆
は
如
何

に
受
け
と
め
て
い
た
の
か
と
云
う
こ
と
を
綴

っ
て

み
ま
し
た
。
当
時

の
歴
史
的
段
階
で
は
、
民
衆
は
武
力
構
成

の
上
か
ら
も
距
離
を
置

い
て
存
在
出
来
る
立
場
で
は
な
か

っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば

「
民
衆

」
と

「
武
力

」
と
云
う
問
題
を
超
歴
史
的

に
対
置
さ
せ
て
捉
え
る
こ
と
は
誤
り
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
実

の
社
会
関
係

の
中
で
明
ら
か
に
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
再
認

識
し
た
次
第

で
す
。

註０
高
橋
昌
明

「
騎
兵
と
水
軍
」

（戸
田
芳
実
編
『
日
本
史
②
』
、
有
斐
閣
選
書
、　
一
九
七
八
年
）

②
『
将
門
記
』
に
つ
い
て
は
、
梶
原
正
昭
訳
注
『
将
門
記
１

・
２
』

（東
洋
文
庫
、　
一
九
七
五

六
年
）
を
参
照
し
ま
し
た
。
ま
た
記
述
に
あ
っ
て
は
、
原
漢
文
を
書
き
下
し
文
で
記
し
ま
し

た

。な
お
将
門
の
乱
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
は
、
佐
伯
有
清
　
坂
口
勉

・
関
口
明

・
追
塩
千

尋
共
著
『
研
究
史
将
門
の
乱
』

（吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
六
年
）
で
詳
細
に
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

０
『
平
安
遺
文
』
三
二
九
号

な
お
こ
の
解
文
の
条
文
等
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
阿
部
猛
『
尾
張
国
解
文
の
研
究
顎
大
原
新
生

社
、　
一
九
七

一
年
）
で
詳
細
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』

（日
本

思
想
大
系
　
岩
波
書
店
、　
一
九
七
九
年
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

０
記
述
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
に
、
『
将
門
記
」
に
現
れ
る
記
事
を
箇
条
書
に
し
ま
す
。

Ｏ
野
本

・
石
田
　
大
串
　
取
木
等
ノ
宅
ヨ
リ
始
メ
テ
、
与
カ
ノ
人
々
ノ
小
宅
二
至
ル
マ
デ
、

皆
悉
ク
焼
キ
巡
ル
。

（屋
二
蟄
レ
テ
焼
カ
ル
ル
者
ハ
、
畑

二
迷
ヒ
テ
去
レ
ズ
、
）
火
ヲ
遁

レ
テ
出
ル
者

ハ
、
矢

二
驚
キ
テ
還
り
、
火
中
二
入
リ
テ
叫
喚
ス
。

①
筑
波

・
真
壁

・
新
治
、
三
箇
郡
ノ
伴
類
ノ
舎
宅
五
百
余
家
、
員
ノ
如
ク
焼
キ
掃
フ
。
哀
シ

キ
哉
、
男
女
ハ
火
ノ
為
二
薪
ト
ナ
リ
、
珍
財

ハ
他
ノ
為

三
分
ツ
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
ヌ
。

⑥
下
総
国
豊
田
郡
栗
栖
院
常
羽
ノ
御
厩
、
及
ビ
百
姓
ノ
舎
宅
ヲ
焼
キ
掃
フ
。
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①
未
ダ
合
戦
幾
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
、
伴
類
算
ノ
如
ク
打
チ
散
リ
ヌ
。
遺
ル
所
ノ
民
家
、
仇
ノ
為
ニ

皆
悉
ク
焼
ケ
亡
ビ
ヌ
。
郡
中
ノ
稼
稜

・
人
馬
共

二
損
害
セ
ラ
レ
ヌ
。
謂
フ
所
ノ
、

「
千
人

屯

レ
ヌ
処
ニ
ハ
、
草
木
倶
二
彫
ム
」
ト
ハ
、
只
ダ
斯
ヲ
云
フ
カ
。

③
彼
ノ
介
ノ
服
織
ノ
宿

ヨ
リ
始
メ
テ
、
与
カ
ノ
伴
類
ノ
舎
宅
、
員
ノ
如
ク
掃
ヒ
焼
ク
。

①
国
司
偏

二
郡
司
ノ
無
礼
ヲ
称
シ
テ
、
恣

二
兵
杖
ヲ
発
シ
押
シ
テ
入
部
ス
。
武
芝
公
事
ヲ
恐

ル
ル
ガ
為

二
、
暫
ク
山
野
二
匿
ル
。
案
ノ
如
ク
、
武
芝
ガ
所
々
ノ
舎
宅
。
縁
辺
ノ
民
家
ニ

襲
ヒ
来
リ
テ
、
底
ヲ
掃
ヒ
テ
捜
シ
取
り
、
遺
ル
所
ノ
舎
宅
ハ
検
封
シ
テ
棄
テ
去
リ
ヌ
。

③
箸
ノ
如
キ
ノ
主

ハ
、
眼
ヲ
合

ハ
セ
テ
、
骨
ヲ
破
り
膏
ヲ
出
ス
ノ
計
ヲ
成
ス
。
蟻
ノ
如
キ
ノ

従

ハ
、
手
ヲ
分
ケ
テ
、
財
ヲ
盗
ミ
隠
シ
運
ブ
ノ
思
ヒ
ヲ
励
ム
。
粗
ラ
国
内
ノ
彫
ミ
弊
レ
タ

ル
事
ヲ
見
ル
ニ
、
民
ヲ
平
ゲ
損
フ
ベ
シ
。

①
将
門
ガ
随
兵
僅
力
二
千
余
人
、
府
下
ヲ
押
シ
塘
ム
デ
、
便
チ
東
西
セ
シ
メ
ズ
。
長
官
既
ニ

過
契

二
伏
シ
、
詔
使
復
夕
伏
辮
敬
屈
シ
ス
。
世
間
ノ
綾
羅

ハ
雲
ノ
如
ク
下
シ
施
シ
、
微
妙

ノ
珍
財

ハ
算
ノ
如
ク
ニ
分
散
シ
ヌ
。
万
五
千
ノ
絹
布
ハ
、
五
主
ノ
客

二
奪
ハ
レ
ヌ
。
三
百

余
ノ
宅
ノ
姻
ハ
、
滅
ビ
テ
一
旦
ノ
煙
卜
作
ル
。
屏
風
ノ
西
施
ハ
、
急

二
形
ヲ
裸
ニ
ス
ル
ノ

娩
ヲ
取
ル
。
府
中
ノ
道
俗
モ
、
酷
ク
害
セ
ラ
ル
ル
ノ
危
ミ
ニ
当
ル
。
金
銀
ヲ
彫
レ
ル
鞍
、

瑠
璃
ヲ
塵
バ
メ
タ
ル
匝
、
幾
千
幾
万
ゾ
。
若
千
ノ
家
ノ
貯

へ
・
若
干
ノ
珍
財
、
誰
力
採
リ

誰
力
領
セ
ム
。
定
額
ノ
僧
尼
ハ
、
頓
命
ヲ
夫
兵
二
請
ヒ
、
僅
カ
ニ
遺
レ
ル
士
女
ハ
、
酷
キ

娩
ヲ
生
前

二
見
ル
。

①
新
司
藤
原
公
雅

。
前
司
大
中
臣
全
行
朝
臣
等
、
兼
ネ
テ
国
ヲ
奪
ハ
ム
ト
欲
ス
ル
気
色
ヲ
見

テ
、
先
ヅ
将
門
ヲ
再
拝
シ
テ
、
便
チ
印
鑑
ヲ
撃
ゲ
テ
地
二
脆
キ
テ
授
ケ
奉
ル
。
斯
ノ
如
キ

ノ
騒
動
ノ
間
二
、
館
ノ
内
及
ビ
府
ノ
辺
悉
ク
虜
領
セ
ラ
レ
ヌ
。

①
国
内
ノ
吏
民
ハ
、
眉
ヲ
噸
メ
テ
沸
涙
ス
。
堺
ノ
外
ノ
士
女
ハ
、
声
ヲ
挙
ゲ
テ
哀
憐
ス
。
昨

日
ハ
他
ノ
上
ノ
愁
卜
聞
キ
、
今
日
ハ
自
ガ
下
ノ
塊
ヲ
取
ル
。

①
新
皇
ハ
此
ノ
事
ヲ
聴
キ
テ
、
女
人
ノ
娩
ヲ
匿
サ
ン
ガ
為

二
勅
命
ヲ
下
ス
ト
雖
モ
、
勅
命
以

前

二
夫
兵
等
ガ
為
二
悉
ク
虜
領
セ
ラ
リ
タ
リ
。
就
中
、
貞
盛
ガ
妾
ハ
剥
ギ
取
ラ
レ
テ
形
ヲ

露

ニ
シ
テ
、
更
二
為
方
ナ
シ
。
眉
ノ
下
ノ
涙
ハ
面
ノ
上
ノ
粉
ヲ
洗
ヒ
、
胸
ノ
上
ノ
炎
ハ
心

ノ
中
ノ
肝
ヲ
焦
ル
。
内
外
ノ
娩
ハ
身
ノ
内
ノ
婉
卜
成
ル
。

①
新
皇
ノ
妙
屋
ヨ
リ
始
メ
テ
悉
ク
与
カ
ノ
辺
ノ
家
ヲ
焼
キ
掃
フ
。
火
ノ
煙
ハ
昇
リ
テ
天
二
余

リ
ア
リ
、
人
ノ
宅
ハ
尽
キ
テ
地

二
主
ナ
シ
。

０
王
朝
国
家
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
は
、
森
田
悌
『
研
究
史
王
朝
国
家
』

（吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
〇
年
）
で
詳
細
に
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

０
『
今
昔
物
語

』
巻

二
五
―

一
「
平
将
門
発
謀
反
被
誅
語
」
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